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　　　　　　　図4　青磁胎土中のジルコンの成分組成（Zlつ、－Sio、）
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図5青磁胎土中のジルコンの成分組成を窯趾ごとに平均したもの（HfO、－Fe、O、）
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図6青磁胎土中のジルコンの成分組成を窯趾ごとに平均したもの（ZrO　2・Sio2）
　　　海南2窯趾とわけることが可能である。
　5，康津沙堂里23号のデータは図3では扶安2窯趾，海南2窯趾と数値の範囲が重なるが，図4
　　　ではこれらの窯趾とは異なる位置にプロットされ，他の康津3窯趾と重なっている。
以上をまとめると次の通りである。
　図3によって測定データは「康津3窯趾」「高敵龍渓里1窯跡」「扶安2窯趾」「海南2窯趾」の
地域ごとにまとまりをみせ，このうち「扶安2窯趾」と「海南2窯趾」は数値範囲が重なってし
まうためこの方法では分別が困難であるがこれらと他のグループ（「康津3窯趾」「高倣龍渓里1
窯祉」）はそれぞれ分けることが可能であることがわかった。ただし，この表示法では康津沙堂里
23号の数値は「扶安2窯趾・海南2窯趾」と重なっていた。しかし，図4では，康津沙堂里23号
130
［韓国全羅道出土青磁の胎土に含まれるジルコンを用いた産地推定の試み］・・…小瀬戸恵美
は，他の康津3窯趾（龍雲里9号，康津三興里D号，桂栗里18号）と同じ数値範囲を占めた。こ
れらのことから図3と図4を併用することによって地域によるグルーピングが可能となり，「康津
窯趾グループ」「高傲窯趾グループ」「扶安・海南窯趾グループ」の3グループに分けられること
がわかった。
　また，各窯趾の5資料の測定値をさらに平均し，窯祉ごとの数値を図示したのが図5，図6であ
る。窯趾ごとの平均でプロットすると上記3つのグループはさらに明瞭にわかれており，特に
ZrO、－Sio、の表示法（図6）において顕著である。なお，図6において「扶安・海南窯批グルー
プ」が互いに非常に近接する値を示している。これについては，各窯趾の個別資料のデータ（図
4）では大きな分散を示している（図4f～i）のであるが，窯趾ごとに複数（5点）の資料をとっ
て平均値をとった結果，このようによくまとまった数値に収束したものである。
まとめ
　韓国全羅道の康津地域4窯趾，高敵地域1窯祉，扶安地域2窯趾，海南地域2窯趾から出土し
た高麗青磁各5点ずつ，計45点を対象とし，EPMAを使用して，その胎土に含まれるジルコンの
成分組成分析を行った。測定値をHfO，－Fe、0，，　ZrO、－SiO、のグラフとして表示し，両者を併用す
ることによって「康津窯趾グループ」「高敵窯趾グループ」「扶安・海南窯趾グループ」の3グ
ループにわけることができた。今後は他地域の出土資料の分析によって，本法の有効性についてさ
らに検討を加え，また，他の分析法を組み合わせたより精度の高い青磁資料の産地推定法について
も検討していく必要があるだろう。
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Provenance　Stlldy　of　Koma　Celadon　Excavated　from　Jeolla・do，　South　Korea
by　Using　Analysis　of　Zircon　in　the　Bodies
KosETo－HoRYu　Emi
　In　this　study，　we　show　a　new　method　of　provenance　study　based　on　composition　of　zircon　in　clay　body
of　ceramics　and　apply　it　to　Koma　celadon．
　We　analysed　zircon　composition　in　clay　bodies　of　forty－five　Koma　celadon　by　using　EPMA　with　Wave
Dispersive　X－ray　Spectrometer．　The　samples　are　every　five　shards　excavated　from　each　kilns　irl　Jeolla－
do；four　kilns　in　Gonglin，　one　in　Gochang，　two　in　Buan，　and　two　in　Haenan，　then　total　number　of　shards
become　forty一丘ve、
　　As　a　result，　the　relationship　between　hafhium　and　iron，　and　between　zirconium　and　silicon　show　us　the
discrimination　of　three　groups；”Gongiin　group”，”Gochang　group”，　and”Buan・Haenan　groupl㌧
133
資料1（康津・龍雲里9号）
資料3（康津・龍雲里9号）
資米斗5（康；…P・§ξ雲里9号）
資料7（康津・三興里D号）
資料9（康津・三興里D号）
資＊斗2（康ξ巨・育ξ雲里9号）
資料4（康津・龍雲里9号）
資料6（康津・三興里D号）
資料8（康津・三興里D号）
資料］0（康津・三興里D号）
　　　　　　n　　　　　　　　　　　㍉　　　　　　　　　　　1‘1「‘1
図2－1　資料の写真（1）
資料11（康津・桂栗里18号）
資米斗13　（康；皐・ホ圭栗里18号）
資料15（康津・桂栗里18号）
資料17（康津・沙堂里23号）
資料19　（康津・沙堂里23号）
資）1斗12　（康；皐・オ圭栗里18号）
資葦斗14　（康」車・木圭栗里18号）
資料16　（康津・沙堂里23号）
資料｜8（康津・沙堂里23号）
資料20（康津・沙堂里23号）
　　　　　　　1）　　　　　　　　　　㍉　　　　　　　　　　U工．rI1
図2－2　資料の写真（2）
資料21（高敬・龍渓里）
資料23（高散・龍渓里）
資料22（高微・龍渓里）
資料24（高散・龍渓里）
資料25（高敬・龍渓里）
〔〕　　　　　　　　　F〕　　　　　　　　　1〔〕r川
図2－3　資料の写真（3）
資料26（扶安・鎮西里20号）
資料28（扶安・鎮西里20号）
資料30（扶安・鎮西里20号）
資料32（扶安・柳川里7－2号）
資料34（扶安・柳川里7－2号）
資料27（扶安・鎮西里20号）
資料29（扶安・鎮西里20号）
資料31（扶安・柳川里7－2号）
資料33（扶安・柳川里7－2号）
資料35　（扶安・柳川里7－2号）
　　　　　　　0　　　　　　　　　　5　　　　　　　　　1U・’m
図2－4　資料の写真（4）
資料36（海南・新徳里K号）
資料38（海南・新徳里K号）
資料40（海南・新徳里K号）
資料42（海南・珍山里17号）
資料44（海南・珍山里17号）
資料37（海南・新徳里K号）
資料39（海南・新徳里K号）
資料41（海南・珍山里17号）
資料43（海南・珍山里17号）
資料45（海南・珍山里17号）
　　　　　　　u　　　　　　　　　　　‘．　　　　　　　　　　「‘F』川
図2－5　資料の写真（5）
